
地震時における構造物転倒の挙動解明に向けた 
    ロッキング振動の非線形性に関する基礎的検討 

研究目的 

地震による構造物転倒の挙動解明へ 

『コンピュータサーバ・家具など』が、
地震の揺れで転倒する際に励起さ
れるロッキング振動に着目し、その
非線形性が振動性状に与える影響
を調査する。 

期待される成果 
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反発係数の非線形性による 
    振動の非定常過程に与える影響の解明 

地震による揺れ ロッキング振動が励起 構造物が転倒 
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